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研究要旨：本邦で Acute-On-Chronic Liver Failure(ACLF)の診断基準案が本研究事業

で作成されたのに基づき、新潟大学でも改めて基準案に沿って症例の見直しを行った

ところ、予後不良症例が的確にとらえられており、診断基準案は妥当と考えた。 

 

共同研究者 

土屋淳紀 新潟大学医歯学総合病院 講師 

 

Ａ．研究目的 

Acute-On-Chronic Liver Failure(ACLF)の

診断基準が本邦でこの度作成され、明確化さ

れた。この診断基準の作成を契機に当科でも

ACLF 症例を後ろ向き解析で行ってきたが、今

回改めて 2008 年 4 月 1日から 2018 年 10 月

31日の約10年間に当施設で加療されたACLF

を強く疑う症例に対して、特徴、予後などに

ついて検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

2008 年 4月 1 日から 2018 年 10 月 31 日の

期間内において「肝不全」「非代償性肝硬変」

の病名登録のあった 383 名のうち、慢性肝障

害がベースにあり急性に増悪した経緯を持

ち、かつ総ビリルビン値が 5.0 mg/dl 以上か

つプロトロンビン時間活性が 40%以下となっ

た患者を抽出したところ 8名が該当した(A

群)。一方、その抽出過程において、ACLF に

類似する病態だが、今回の診断基準でともに

満たすことを要求されている血液検査項目

の T-Bil と PT について、いずれかを満たす

ものも 8例存在していることがわかり、今回

はこの診断基準を満たす 8例（A群）と診断

基準に近い 8例（B群）の原因、増悪因子、

重症度、予後を比較した。 

 

Ｃ．研究結果 

肝硬変の背景や急性増悪の契機について

は両群ともアルコールが多くまた、増悪因子

としては出血と感染が多く大きな差異は認

めなかったが、A群は B群に比較して有意に

平均年齢は高かった（A群：60.9±10.3、B

群：47.0±6.5）。 A 群では 8例中 6例が死亡

の転帰をたどっており更に、8例中 4例は診

断時の重症度が Grade0 であったが、経過中

に重症度が進行し死亡する例も多く認めた。

一方で、B群では死亡例は 8例中 1例のみで

あり比較的予後は良好であった。A群、B群

合わせての解析では急性増悪を起こすと 16

例中14例は発症時にChild-Pugh分類の悪化

を認め、そのうち 11 例はその後 Child-Pugh

分類は悪化したままであった。 

 

Ｄ．考察 

ACLF は死亡率の高い疾患群であり、早期か

らの適切な治療介入のためにも診断時の病

状進行予測の根拠となる診断基準は大変有

用と考えられる。今回の診断基準を満たす症
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例は予後の悪い疾患が集積されていること

が改めてわかり、診断として良く抽出されて

いることがわかった。重症度の grade が診断

時低いものであっても予後良好とは判断で

きず、経過中に繰り返し評価することが必要

と考えられた。また ACLF 発症後は死亡例で

なくとも肝機能は悪化する可能性が高く、肝

硬変患者の経過観察において急性増悪を防

ぐことや急性増悪後に行う新規治療の開発

が肝機能を維持するためにも重要であるこ

とが改めて確認された。 

 

Ｅ．結論 

 新潟大学でも改めて本邦で作成された

ACLF の基準案に沿って症例の見直しを行っ

たところ、予後不良症例が的確にとらえられ

ており、診断基準案は妥当と考えた。 
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